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 ワカメ養殖に関する試験

 本試電離九州。山口地区水産増殖研究会において決定された連絡試験の・一・・環としてその目的と

 するワカメの集約的増殖を計る為,前年に引続ぎ侍りた試験である。

 1..lI.種苗鹿児島県出水郡東町産

 2.養殖場所垂水市海潟地先江ノ島の東側

 31材料及方法イタヤ貝殻クレモナ網に遊走子を附督させ一部は直に養殖場に移し,。残りは

 ガラスホットー及びと二一〃フイ〃ムを敷い定木箱に入れ,実験室で培養し,

 水温降下後漁場に移.した.

 培養には普通海水と五〇脾so■・の2・通りとしS七a・geの凝祭は同時
 にスライドグラス1と種付けし,これを培養したものを用いた。

 尚且。3皿so工;は調製後1週間目に使用した。
 施設,種付したものを。イタヤ貝殻は14番鉄隷に長さ10㎝1の竹管・と交

 互に通し・下端に2K㌢程度の石をオモリ・として附けもうそう竹の筏に垂

 下した。クレモナ網は水平2段張りと㌧14隅に2K9程度の石のオモ.リを

 付け同糠筏に垂下した。(Fig1.)
Fig1



 種付等の記録
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4,発生経過

 5月6目。同21圓,6月3日の3回に亘り種付を行りたが何れも3週間程度で所謂亜鈴状と

 なりた。他業務の都合で頻繁な検鏡観察牢出来たかったが,6月1る日第1・回漁、場垂下部の

 S七ageは亙ig2.に示すとおりで,。この頃には培養水温は2ト四℃を示しやムS七age

 の進んだと認められるものも多少は観察され勧…,発生年止り所謂休眠状態とたった、
 尚耳O〕凪SOユに培養したものについて。普通海水匡培養のものに比し有意義た弟ま認めら
 れたかった。

 5,結果の概括

 種相灸。葺水温暗。室内培養を行わず漁場に移したものは施設余流失したので結果の観察は
 出来なかった。室内培養を行い水温降下後漁場に移したものはフジツボに覆われ1㎝程度の

 幼徒を多少観察出来たにすぎなかった(2月19日調査)
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7月16国第1.耳漁場垂下時

三擦奏
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11月27日第2回漁場垂下時
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水温変化表



 あさくさのり養殖試験

永山松男

 のりひ苧の資材として各種化学繊維が使用され相当普及宣伝されているが・豊橋市.。東海漁網撚一
 糸株式会珪がら同社製網ひびの提供をうけたので,従来のバーム網との比較試験を打つだ。

 。材料及ぴ方法

 科稗一東海演、網撚糸株式会社N1B式ノ。リ網501号,502号

 各々長さ18例,巾倣

 対照、一バーム網長さ18棚巾1.3m

 方法一NlB式ノリ網は一応の試験結果として採苗及ぴ移殖後の操作は,パーム網と同一条件で

 よいというのですぺて固一・条件,方法をもって試験した.

 雪・時期

 昭和33年て0月12日種付張込み,出水中米之溝種子場
 水平固定一式・張込水位一55伽

 種子付期聞中の平均干出時間4時間30分
 明榊53年10月29日鹿児島市甲突川尻漁場へ移殖

 張込み水位,5時間干出線

 ノリ幼芽会生状況(10月27目,資材1㎝長当り)

 501号3.4ケア布ノリなし,珪藻その地やや多し

 502号16.5ケアオノリたし硅藻その他殆んどなし

 パrム.50ケアオィソなし普通

 .通常1寸当g7ケを中心として附者数が多、或は少ないといわれている』:うであるが・
 1寸当りに換算してみるといずれも10ケ以上で,502号及ぴバ■'ムはむしろ付きすぎ

 であり,5-01号が適当な附者数を示してい.る。

 §㌧移碑後の伸長糊(l1月15磯萄
 501号一殆んど発芽せず3o別当り1～2本程E肉眼的に認められる程度である。

 502号r3㎝当り5～10本長さ2～5㎝

 バー牛3㎝苧り1.O∵15本長さ2～5脚
 ポ・収獲量の比較

 年内に2回の摘採を打つたが1月に入り水言早が上昇し,又郊萬れ病が発生してノリが流出し

 たため終期キで!・比較は行えな・資糊1枚数水切騒砂上鑓綱1榔砂上
 がったが・流嘩での比較は次バー一ム.・枚74.・即1・嚇・1・枚
 に示すとおり下狐・・あ・枚・…K戸…枚・…枚
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 米ノ津のり種子場開発調査

 本県晦一の米の津のり種子場は出水干拓の急聴な進捗によってここ一,二年で利用出来なくな

 るので,出水中並びに出水漁協の要諸もあり。同地樹立業者の協力・を得て,調査を実施したq

調査方法

 このことについては・さきに挿・水産鱒所で基礎的調査を実施い沖合採苗の可離触
 証されているので,この結果を、実際化する1段階として。調査を行うた。

 すなわち,調査点(別図1)6点を設け,各S七に通常行われている固定水平式網.ひび採菌施

 設を設け,のり芽の付着状況によって,その良否一を判定する方法をとつ旭

 附着届調査材料は,ナイロン・せんい()別区を用いた。

 網ひびはバーム4尺X1一口間のものを・5枚重ねとした。

 張込み水位'60c冊4時間干出線

 張込み年月目昭和35年10則2『∵13日
 取上げ年月目〃10月26日

付着届

 水位別の、のり芽着生状況は別区の通り

 調査施設は十〇～100枷の間を観察する様設置した。のり芽は,施設全体にわたって,付着

 がみられているが,一50～55㎝を中心として上,下15～20伽が最も付着芽数は多く,こ

 の層が付着通腐であることを示している。.

 施設設置の10月12圓から同26日までの平均干出時間は,

 」70例～3時間30分

 一60㎝一～4時問

 一50㎝～4時間30分

 となっており。のり胞子はかなりの層にわたって着生するが,干出時間4時間内外が最も生存率

 が高く適当な層であることがうかがわれる。

 .種場としての考察

 1.のり芽着生状況

 各s七の着生状況は別表のとおりであるg

 s七1を除いては2.5cπ当り7ケ以上の良好な着生が認められ,s七3が最も良好{歌

 いでs七・4.2.5.の順とたっている。

 2.害敵生物の状況.

 s七1やや着生s七2.多しs七一3.比較的多しS七4.少たい
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 St5.少・ないS七6.少ない～やや着ξら船薄洲口に位す石s土2.3.にはアオが寸

 や多くみら糾時にSt2.は…iコレ(けいそう)の付藩が多くみられた。

 他は,S土6.に多少みられたのみで比較的少ない・

結論

 St1.を除いて,一懸場として利用している範囲の神合は一応利用可能と考えられるが干錨締切後

 においては・・揮流その他海況の変化は当然考えられることであり・以上の調壷=が種場としての適

 否は一論ぜられた、バにしても千霜によって橦子場を全く失うことにたることは考Iえられ一ない。

 表1.調査点別のり芽着生数・パ・一ム3㎝当り

㌣
 雄ゴ離ξ。讐警番㌘豊竺番警害㌘竺班雄一£  1買言・
 茸数3喜1738.47-8088一.1001031.巧=.1困109887752137弘2313『05

 表3.・調一査期間中の気海況満潮時。観測

            月目天候気温風向力奈弗。書月日・天候気温風向力水'温比,重            10.1くもり23.5S田10.18〈もり24.2WSWl23-12484一

            2"188NW422刀.け0.7619快.晴224一N・322.823.70
            .3.はれ19.0一NWき242245020くもり228N222.823.52
            4あめ.20.2SW124.0.'24.5621〃232Eコ・23.122.16

            5"1.亨一0NW423.2・240922"194W胴一21.2.214.92
            6くもりI1-8.2NW葦21.3一一21.0523一〃『.8.8N222.825.15
            7一快購.23.0NW3一229一21.5124''1b.8N瓦1・21.2?4.51
            8・くもりク1.0.N223.5.23,9'925あめ『8.2N皿121.8ワ5.07
            9〃20.5N二1236'24.0526くもり.18.0NW3∠0.224.19
            10.〃19.0NW22き.124.4527〃一122NW414.823.53
            ・11快晴19.8N125.3249628快晴司24N3一1Z724.60
            12一くもり2i.8珊丁皿23.425.1329はれ司5.4N1

            13快一晴・.23.2NI1一23.3。25.1130〃169N5
            一',一,“一…一L'

            14・はれ一23.4EI223おこ一25.0531             ゴ.箒柊            15あめ.21.2S'24三7
            一■一1'■一

            16はれ23-4N23.70.
            }.一一            17.'■くもり..23.6Eユ2348士÷上二

            午■一'一“一一・一,"

禁藍随
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第1図調査点図(見取)

 第2図のり芽醤主.状況と調査施設



沿岸重要漁業資源陸上調査

 この調査は対馬暖流開発調査の一環として昭和28年から対馬暖流に関係する各都遵府県本試,

 水産研究所,大挙が参加して実施しているものである。途中調査呼称はイフγ資源調査から沿岸

 資源調査に対馬暖流調査から海況漁況予報調査と変わり現在もなお実施途上にある。その目的は

 云うまでもなく海流と漁況と一の関係を知り且つ資源の様相動態を把握することにより漁僕生産の

 同上経営の安定をはかるためのものであるb

 この調査の生のデiターは月毎にまとめて西海区水産研究所に報告しており更に1953～56

 (57年12月),1957(58年12月)の二回にわたって対馬暖流開発調査報告書として発刊し

 ているが。ここに1953～・1954年12月までをとりま。とめて概要を書己述する口庄お調査要

 項は年毎に西海区水産研究所から提示されそれに基づいて実施したものであるが当本試の担当区

 分のうちここに掲載するものの項目ならび能動当者は下書己のとおりである。
 鹿児島サパ漁港調査坂元徳留肥後(水拭)
 〃・魚体調査北山九万田瀬戸口竹下竹元永山

前田小松坂元(本試)

枕崎漁港調査森繁明(漁協職員)
無一体調査篠源敏弘(水産高梗職員)

万世漁港調査阿大根深(漁協職員)

 。ポ鹿児島入港のサバ跳釣漁港調査
 この調査は昭和29年から始めたのであるが昭和52年から東支郡海跳釣調留こ変わったあで

 以下は主として東海サパについて述べることにする。

 東支那海にサバ,ア汐カ棲息していることは底曳網漁業率等により早くから知られ関心がもた.
 れていたが今日のように本格的サづ対象の漁業として発展した原因は沿岸イワシ漁業の衰微と2;お
 2I8年不法にひかれたり,ライ!によって済州島漁場からしめ出しをくったことが挙げられると
 ,患う。

 東海釣サバの主た水揚地は鹿児島,長崎,博多め三港で就中鹿児島港にはその50～70%が

 水揚されている状況である。29年以前の漁獲高は市場資料こよっても確としたことが分られい

 また農林統計によっても漁場別の資料は得るこことができたいので,当場調査の29年以降のも

 のについて記述する。たお当場換業部では東支那海サバ嬰鱗海況としてすでに1号(32年

 10～33年6月)2号(53年10～聖4年6月)を発行しているのでここに年直接の調査結
 果だけを報告するにとよめ分析は行も技い。
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 1)入港船数と漁獲高

 29隼以i第の各月の入港船数と漁獲高は第1表及第1図のとおりである。各年の滴鍍裏とみ
 港船数1～12月は29一隼から34年までそ氷比れ230万メ/659隻、277/1,03尋,

 235/1,033,455/641,644/1,035,.375/ア83となっていて東海漁場の開発と

 必らずしも併行していない。これは29年～31年は東海以外のサパも含まれて=いるたあで.き

 る。従って29～31年の東海サバ漁業緒と漁獲高は上記の数より少ないはずである。しかし一
 市場資料からは両者の判別がつかず推察する以外に方法が狂いようである。

 鹿児島港に水揚げされるサバは主として東海及ぴ薩南海域で漁獲されるものであるがその遺

 期は舘者が10月から翌年・6月まで後考は主に3～7月であ臥29～31年の記録には東津

 サバ漁期外の7～9月にそれぞれ22.3万メ/89隻。ら,5/87,6,5/84の漁獲があるが
 これらはその殆とが県内の小製船により薩南海域で漁獲されたものと思われる。また29～3{年
 3～6月の入織雛I東海漁場の最盛期より速かに多いがこのことを検討するために薩南海域め

 盛渡期にあたる4～6月と車海漁場の盛魚螂11～1.弓にIついそ各々入港船薮;漁獲萬及ぴ単

 位漁獲量を次表に示す。これによると東海漁場あ開発段階にあらた身9年は別として30→1年
 は入港船において4～6月か.11㌧1月の約2倍であ舳tがら単位撒獲商では比〃4てしか
 一__かない。このことは4・

.年1一

.訂
引1

 漁獲量と単位漁位漁獲量の単位は千メ

 ～6.月薩南海区におい

 てか卒りの小型船が操

 業していたことを裏が

 きいていると云えよう。

 しかし・どの程度の操業

 船と漁獲があったかは

 手錠できたいので32～34年の同期における東海ナパの入港船と漁獲量を示して参考とする。

 11～1月

宰饗
 であってせいぜい2割とみても大きなくい違いではたいと患、われる。

 海サバ漁獲量は29～31年の300万メ前後から急激に増え32年は2倍強の45・9万メ漁
 獲されている。そして33毎は鄭と伸びて約645万メにも達してその.好漁事がいつまでつつ..

 くか懸念されたが果して34年は前年より270万メ減で375万メに帯っている。これを
 月別にみると33年を例外として5～1口月は年により大きな開きはなく低調である、罪盛漁如

 一g一

 以上述べて辛たことは考慮'
 .に入れておくとして.次に漁獲

 量の変動について触れておく.

 演、獲量の年反月変動:隼漁

 擾量は39～31年に東海外

 のものが含まれていても若干

 第2図にみるように東



 に入る10月以降急、増し、12.1月に極に達る。そしてその年の好・不漁は1.2月を中心と

 する3～4ケ月にかか?ているといっても過言を・はない。ただ33年が5月まで好漁を持続し

 たことに特徴て=あIる。

 月の・最高1魚獲はる2年12月143万メ,次いで53年12月131万メとなっている。

 単位漁獲翠:次に1隻1航海当りの漁獲量は(図3)ほ匁総漁獲量と同じような傾向を示
 している。隼別に比較するとやはり3Z,33年が高く前半において600〔ト9000メの好漁

 をなしている。注目されることは29～31年と3,2～34年の前半期における単位漁獲量の
 差であるがこれについてはすでに前述しセいるので省略する。

 §早東海ゴマサバ.の魚体調査
 調査項目は体長組成と精密測定(体長且ら・体重]3・W・穂経間棘数工皿S・の算定・生殖.
 重量測定とその熟度の外部観察による調査。耳石の採取)である。実施した調査魚g数は28
 年か字34年3月まで6525尾に達して兜りこの中精密測定幸行ったものは2750年となって
 いる。魚種別にはホyサバ855尾・イマサバ5668尾でこれを年次蜘にみる。とホγサバは斗

 28.29年体絶41%と28%であるが・3口～32年は5%以下33年～34年はO%・となっ

 ている。従って統計資料として.は少ないので以下ゴマサバにりいて簡単にとりまとめ報告する。

1)体長組成

 当本試での調査魚体数は上記のとおりであるが長崎及ぴ福岡本試であ資料も併用して漁獲目

 とその時の組成去第3表に,また策4図に月毎に%をもって現わした。r般に釣歩パの体
 長は250～400醐であるがその80%は300～350である。

 28年から年を追って概観すると28年後半から29年師半にかけては主として砧0～540

 のものが1魚獲されているがそれから29年12月までは漸次小さくなり325,5-30に㎜od一θ
 がある。

 30年は2～5.月の資料を欠くが8月に53粥50にモードをもつ志型群と.2ブト280
 の小型群が注目される。

 50年11月以降32年5月まではモードに大きな変化はなく320{4I0の中型群が漁獲

 の主体をだしているよう手あ一る。
 しかし32年6月～11月は顕著たモードはなく引ト341]の中型群が80～90%を占

 めている。

 ろ2年{2月以降は調査数が少なく火脚とすぎるかも知れないが33年前半にかけてモード

 310附近から340に移行しているように魯われるがその後盛漁期の11月から34年2月に
 は300以下の小塑群の出現が注目される。これは33年発生の当本群と推定.されるが34一年

 の年間漁獲量が33年から急激に減少したことと関連があるように思われる。
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 ラ)肥満度
 第5王1に1群2ち個体の平均胆溝度…狙W/宙.L)×10…を示す)Iる1年以島胞、
 7～9月の資料がないが各年とも明らかだ傾向はみられない。しかし31年後半から3ゑ年前
 半に14以下の;まだる2年後半から33年前率にかけて14以上の群が多いことから劔肥

 よる年勘噛るものと推察される(漁獲位置は考慮しな牛つた)・
 この資料から東海釣サバの90%は肥満資13～15で13、ト1加に入るものが宇俸φ幽

 %を占めると云=える。

3)成熟調査

 成熟度を表村方法としては肉鮒観察・生殖練(巾)・・.生殖曜躯びその指数榊
 他卵経分布・生渤の組織航紬鵠.あり何れも一長→壷があると劫れているがここ平
 調査要項にもとづいて生殖腺の重量とそれから末た指数亙G及び竿描線め外部観察による口時
 一期的な。変化について述べる。
 外部観察による階級直分と生殖鮒冒数は下記のと塊りであるI。
 ○外部観祭による階級区分

 乗熟美形成又は未熟の状態碗粒を認めたい)
 中熟禾透明卵のみ認められるものI,精巣肥大中のもの

 莞熟透明卵が認められるもの、放精中のもの・,
敵側

 放下放卵中又俺P放精後と思われるもの(とりまとめの都合上統^した)一
〇生殖螂冒数

 恥F⑩W/1ヰ)X1o-
 t生殖準重量とその指数の変化
 第7図及ぴ第8図に月別変化の模様を示す。図セ明亨かなように12月までは他9以下一
 の極めて小さいものが大都分であるが一2月中句以降は次第に大きくなり1戸に入って鐵
 牛発達する^れは年により多少の遅速予…あるが2～3月に極に乳て干り4～5戸になる
 と允実感なくなり大半が放下の状態にある。最もたかい時のKgの竿は各年とも9～1{
 であった。

 i外部観祭による一熟度の状況

 外鵠察(蝉25個体)の結果を勧したものが第2表の最右の欄である峠れによ和
 ば成熟した(中熟)精,卵巣をもつ個体は早くて{月キ句に現われ12月中には全く出現し.
 たい。完熟個体及ぴ埣下中?もあはそれより約1句おくれている放出直前の完熟体出現予'
 の最もたかい時期はr般に1角中旬から4月中句のように牟られる。
 以上の結果東海におけるゴマサバの産卵は1月上句から5月†旬まで行われ、その盛期胆f一

 月中句から4月中,下句の約・3ヶ月にわたっている一と云え名。'
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4)堆此

 第2表の性比の欄に25個体の性比(♂♀?)が言草入されてい糺Gona&重量測定の
 ため採取し損じたり或は鮮度不良による判別困難などのため♀♂I不明のものが特に放出後か

 ら未熟の過程に多くみられ岩が28年から34年を通じてみると産卵期においては♀容同数で
 あり(中には見かけ上何れかが卓越しているが"テストにより僚刈同率とみてよい)その鰍麦、

 においては♀が多いのではないかと思われる。

 §.枕崎港における施網漁港調査と魚体調査

 薩南海域における旋網築は以前から片浦港を根艇として行た.われ,主.にイフγ類が漁獲されて

 いたが28年頃凶、不振どたり主漁場紅南下して横拠地も枕崎港に移動した。そして28隼末か

 か29年初めにかけて,ムロアジ。中サバなどの好漁をみるようになってから操業統数は急激に

 増加した。

 この諾萱陸調査轟.項にもとづいて31年から前.記のとおり依頼して実施しているものである。

 ごの中魚偉調査は計画ど光g実施できず資料とむて不弼∋ではあるが一応大まかた言己録だけでも残
 しておきたい。

工.漁港調査

 昭和51年1月から34年12月までの調査結果は第4表のとおりである。

 31年以前の枕崎港旋網漁業についての詳細な資料はたいので余り立入らたい方がよいかも

 知れないが農林統計によると鹿児島県の旋網漁獲高は28年270万メに対し29年は160

 万メと夫巾に減少したが,30年は再ぴ295万メと鹿児島県漁業種別漁獲量の2位を占めて

 いる。実際の灘隻高と農林統計とのそれとは若干の碧ばあろうが31年は榔商港だけで21ア

 万メ,・32年,500万メと急激な増加をみている。これを魚種別の漁獲量からみると29。年

 が繭隼に比して大き・く減小したのはそれまで大きな比率を占めていた。イワシ類(殊にマイワ

 シ)の漁獲が.急減したことによるのセあり30年以降の急増はイフyに代りて,ア汐,サバが

 撃滅したためである。特にサバには31年57万メから32年229万メと4倍の増加又ア
 ジ類においても1る6万メから2ろ4万メと約100万メもの堰である。しかし32年の活況に

 午きかえ33・・34年の襖獲量の停下はひどく32年のサバの激獲量に棚ば楓・漁事となってい
 る。第10図第11図鹿児島県旋網漁獲高鹿児島県魚樹剋漁捜碕参照

 1)漁、獲萬の年並に月変動

 湧、獲高の年並に月変動を図9及.12に示した。年により月変動に可成りの違いがみられる

 が31年と32増ば春から秋にかけてほぼ同しようた権移をたどっている。叉35年と,

 34年は5月まで全く逆傾向にあるが後半不振という類似現象を示している。図13,で
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 で明らかなようにサバには夏を中心として漁獲の山がありムロア洲士秋冬、期に好一漁'企苫よ一'、

 うである。ウルメイレγとマイワシは隼.間を通r最も低調と壮つ・α・る一(魚薇別漁璃劇合
 第13図.を参魚)
2)単位漁獲高

 月別に総漁獲離一硝・鰍㈹一一・催跳舳施燃上し充(図14苧照)

 I正負体調査

 調査魚α)数は31卸2月か心34年6月宏でにサバ1544尾・マア汐1061尾ムロ
 アジ736尾ウルメイワシ829尾となってい肌調査項目は体長組成及ぴ精密測定(慶児
 県.擁リ・一・:と周様)でありその結果はすべて西水研に報告ずみであるがここには資料数が少ない
 ので俸錫、i1倣表刺jな示一5一にとどめる(第5～8表)

 §.万世地動網漁、港調査

 当地の地.曵網による漁獲はその90%以上がカタクチイワさノで占められている。第9表及第↑5

 図はカタクチイワ{ノ漉峻監(γラスを含む)を示しまた第16図に又γラス製品から推定した

 シラス漁獲量を現わした。なお農林水産統計魚種醐漁磯量からカタクチ,シラスを全国区,一太平

 洋南区,豪支那海区および本県について第17図～第19図に示した・シラスはイワンγラスで

 あるため各区ともその測婁.量は年にJlつ七起伏がありカタクチイワシ漁獲量の漸増傾向とはそ・の

 推移を異にしてし・る。しかし本調査.α)地.曳網漁獲量は31.32年や⊥好漁をみただけで3る・

 34拝後半・年は全くの不漁に終りすでに33年から半数近くが小型旛網に転換している状態、であ

 為。他のイフy類漁、業の不振に対してカタクチイワシだけでは漸増しているにかかわらず当地地一

 曳網.木漁のぞ.の原因は衰臨海況の変動に求められたいだろうか後目調査し狂い。

 第1表東海サバ跳釣漁港調査表  単位千メ
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 第2表東海サバ魚体調査表
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第3表  東海ゴマサバ体長組成表
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第4表  枕崎港巾着網漁獲高(31,4～34.3月)  単位千メ
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第5表  さば体長 組成表

(

枕崎港巾着網)
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第9表 万世地網漁獲高
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 くろちようがいの産卵期について

 鹿児島県では昭和25年以兼、くろちようがいによる半円真藻の養殖が行なわれている。

 しかしその母早資鰍非敵少なく軸減少の鮪がみえ裏者船主的潔聰の規制を行
 ・っている。当場では母貝増殖研究の一段階として“まずI叢卵期ピついて調査を行い知見を得
 たので華告する。
 材料と方法

 材料としての母貝練取期間は6月ぶら8月までの3ケ月しかない上に採敗量は極めて少な.
 .く一喬街なため、その消耗を極力ざける方法として間口の状態で生殖巣の左殻側を外部から観
 察しその度合によって成熟度を表老)した。

 L材料はH隼I6月中に知盛温岸で採集され海潟養殖地に垂下しておいたもので殼乗
 .ユ0倣～ユ50腕のものを用レ、た。

 畠一雄あ表示は下即とおりである・
 A..よく発達している0

 B.やム発達してい名.
 G・,全然認められない。

 P・少なくとも一回は放卵放糖1二ていると薄められるもの。
 緒菓ならびに考察

 調査結果は別表お幸ぴ図のとおりである
 有本産ク時ヨウガイの餓雛ついてはまだ調査報告を幼いが一他の真機と畔
 であろうと想像亭れているdわ牟われは53年7月から二調査幸始めだが7月初めには、すで
 に熟度の進んだもの(A)が70%もあり同下旬にほそれば意に少なく次り・放出め形跡の認
 められない奉の(D)が30名から60形へと急増している。そして表面水温が娃高を宗す
 ・(・・～〃・)・月中句には(・)がなくなりやム発達している(B)と(D)6み
 となつ七いる。その後は水温の下降する9月以降に再び(A)が現われ増加の傾向がみられ
 る。.

 今回の調査結果は以上のとおりであって詞章坤聞や偶俸数その他何料方法に多くめ不備や
 疑問を残している:がわれわれはクロチョクガイの生殖細胞の放出にっし)て次表のことを確。
 話しているので陶記する」

生殖物質放出確認表
        }I}

        年月員'・国.十弼所=♀♂        35室.内ガgス水癌≒        6.・。ユ色一両性26.も一

        7・.i2"〃39。宮
        27        ㌣一・.26影驚竿、妄一目

        .跳.毫`29屡外         ガラス水両健29.4

        」35。ユ2一…1

        ■

        具立中にI;不明28.5
        一J

L

35

 。ユ2
'一

一}

一28一



 1一々チ目ウガ叔はそ9近縁琴の産鋤こ小て外国で嫌吉例鰍のと
 仰ある〃il・{、川・)によればぺ・ワイの郷は水温が最高に近
 づく㌣～8点・Cτo;sユa号a(1956).は紅海のグ』チョウガイで夏6月ごろが
 産卵期であ亭と述べてい乱文姓。h6■1s(ユ93斗)によればオース・トラリアのク

 ロ卿ガ・仰蝿の半昇し㍗子ユ月岬し始め苧1月の胴に産卵期亨もつ午報
 告してい名㌔'.

 われわ粋・本県クロチョウオイの勧貝蝉期榊牢ろと撒るが・ユ明ごろ生準・
 集の発達㌧た個体が増加しているので、2次的に産卵するので島るうことが前述のオース
 トラリアの例から充分想像さ托るので今後継続調査し帥・冒

       灘査月目調査数一直8一生殖瞬糊
       7。.ユ・ユ。?5oO

       2s・、.酌ユエユ。09

       30ユ5'55o9D一
       。8.王ユ馳o・6.0ユ生

       ユ'一・σ'       .2ユ.ユ6o

       9。辮.蛎易5o       ユ。.。2?賄920Iユ511一A        ＼.一一

       '一笛≡帽畠湛刷一rレ、旦r^¶ク.、.、、/o 鹿児島港外水温(a皿10.")
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 くろちよう貝半円真珠養殖試験

 ユ.目的

 本県特有の/ろちよ廊よる半円真麟触最釦貝の入手が非常に困難となり・。
 勢い潜水器等の隼用による酷漁によって憧貝の大きさ並びに老貝その地質の低下をまぬ
 がれなIい現状である。そこでこ5いった現状下にあても優良な強が形成されるよ.5核入
 れ位置・事理その他についセ前年壷に引続き試験した。
2方法

 ・一とき・.・どころ

 呂3.8.一。ユ～53.ユ2,ユ5まで垂水市海潟江の島入江に.測記筏ユ台を作製..下擬

 二本を先端の方をくくり、舛〃レ
 汐練練'舜ノ、メト妄豪寺島
 ・母貝徽'。ター
 母貝は川辺郡知覧町沿岸で裸斉り、早ほ潜水夫によって採取されたものを(苧月ユ日、
 26個・8月2ユ日509個、9月5日易88個(咳入可能250個)の三回に

 坤て陸路一(所要時間・鯛)にて1脚靹に蝉応

 ぐ終ダ㍗静㍗1㍗
 総…数1795個

 篤一団8月一2?言・280個

8月易一8日289個
 第二由・月・目・・昨

 日.使用された核

一3.0''



 ぺ貝掃除

 い月宅岬・一、手中畑
 ・二浜揚.げ

 ユ、2月工5日一二1〃4個.
 ホ核抜き

 ユξ一月2蝸..・?2エ個打抜く
 選別の結果この市販売せるもの
 藻の牽ユg舳以上一ユ9・個ユ・上・

 工4～;1一台硯mユ0185

 ユ4沸未満42ユ562
 計?2ユ6ユ晶不良ユ08個

 へ販売入札健て・・宕55・OPO円

一考一察

 本年度の珪は割合に良質φものが多く輝売した結果相当の離此及んだ。
 これは母貝の成育が1幅調で禁の巻きが奥がった訳であるが・.前年度午根で養殖されたとき'
 に比較すると穆潟あ江の島め養殖地は可失り潮通しも良いこと“然も文母貝が採取が裸潜
 りでは5～β号線までで限度があつ準カも.腎水夫ではユO～ユ2導線とやや深海に及んだ
 た6に・.貝の大きいものズビオに浸さ柞ない二いし・
 母貝が割倉に多く入手出来たこと÷それに核の高さを8月中の咳入れは5一男彪9月掛亥
 入れしたものは・・鮒緒の巻きを厚くするこ主・漬れ珠を1手くだ雫に鰍核㊧歩イズ。
 を例年より拳分落した'ことが良結果をもたらしたよ5!である甘
 従って一、今后養殖場所で段筏の敷設場所籠g垂下深度、・それに嫁入時期こよって核のナ
 イス、高さを考慮レ・・触馳咳入知る師には紬のように核の離を下げも更に
 I挿入核のナイスについても充分検討すべきである。

 一3ト



 鹿児島湾かたくちトわし産卵調査

 前年にひぎつづいセ麗大水産学部で実施している鹿児腸湾の硯測に便乗して理本一、た。
 調方法:口径45㎝のプヲツクトyネット(絹)で20→nρ垂直採薬を行いフオ〃マ
 りン輿定役卵稚仔・を抽出算定した。
 調査繕巣は表のとおりである。

調査月日

 ・“牢6月
8月

 g月

 ユO月

 12月・

 3目STユ7～24

 21ヨS.T1㌣～星6

 4日STユ7～26

 6』ヨS-Tユ～4.A

 ユ日ST17～24

 4.目ST5～㌣

 2自艮ST1㌣^一2ユ

 4日5～ユ6

 3目5～12

 5日8～ユ6

B.0

 2日8～ユ6

 3日5～ユ2

 6日ユ～4A..二B。・'IG'p

 4日ユ.～壬^・lB/0
 5目5～㌣

 昌目ユ～4.A・1-B。.C

 4日工～4,・A.,B・o

34年1月  81ヨSTユ5～26  9目ユ～ユ易午A.…B・・C

 調査点・図
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 卵ノ稚仔査定表
                         6月89工。ユエ.一1

                         sTかたくちての他かたくちその他かた研の他かたくちその他かフ』くちその他かたくちその他
                         禰回5・樹卵ユ構子、胴稚げ伺.子価稚一.卵稚仔卵2仔ユ卵・一任卵'・.「卵仔卵仔                         A],易ユ12

                         ユ工.6

                         o1
                         1.2コ。ユ

                         尾5尾22ユユユ巴

                         3215ユ6ユユユ.16ユn

                         4796予ユ1ユユ4工922
                         .5㌣ユ5.ユ620
                         62一52畠一幽.12ユ61.ユ。2
                         .?48o15ユ
                         83ユ722?

                         9ユ'鮎2ユユ74
                         ユo822尾

                         ユユユ1ユユ29

                         ユ昆工4ユ.

                         ユ窩4ユユ

                         ユ46ユ工23ユ
                         ユ5ユ5?2.

                         ユ6ユユ262112
                         1746ユユ2

                         .o..

                         ユ8尾ユ313ユ

                         .ユ9].ユ日5

                         202.ユーユ2ユ一.
                         尾ユ222・ユ

                         易23ユ1ユユユユユ

                         25渇

                         24一・ユ5仰1一3ユ
                         25・
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       採.集時10ｍ水温

       ST336月89ユOユ・2司
       B鮒.9828.9ユ・26.].92ユ.65ユ9.湘

       2肋.08一28.4825..85宴O。・ε9ユ7.一96
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 農薬(ホリドール)死によるコイの解剖書見について

 養殖部・調査部

 農薬が繁死した無惨麟轟に如何狂る形で現われてk・るか。又濃度によってその現われ
 方に拍異があるものかどうかを把握する目的で、.まづホリトー〃によって蜷死した目イ

 の鰍肉憐察g繰と・薬物の苧度の相異が撃死並びに鱗鵬積される薬物量に
 及ぼ坤響につ岬髄を打つれ

 年法ヂ
 .榊・卿X蝉工X高さ川・・約・・4人身あアクη一ムを用ヘユつにはポ1
 ド÷ルの致死濃摩9平均をとってξP帥もう'つには水用平均濃度と推定されて
 も季0。.8P由瑚の2つの溶液中に.(別言己)一コイを飼育したげそして何れも口イの繋死
 ナるのをまって解剖する・こととし、Ω・会PP皿では数日中には蜷死しなかったので、
 一睡5日を限度とレて解剖した。

 率体については先っ外部の変化と内麟器弩の郷を肉眼観察しれ更に内麟諸瀦
 陪=積される蓼醜の定量師つもなお・こg供試魚は年長"㎝内外の大型魚と
 工I尋ψ内外の華型のものであった。.
 李お㌦ポリトルρ定性定量有湊については・試料採取戸直ちにペンゼy-200eを

 投斗鞠抽出を・回繰返し・・後ヘシ㌣層を分臥活性ア〃ミナ層を通して送風乾駄
 藏漣少蚤吻ルコrルに溶かし鳴液とし他この試液にア〃←ル性雛ソーク落.
 液により、P≒ニトロ7エノ'ルとして発色させ比色定量した。
 離試験で頓に紬した・一づロフェノール試液幣塩駄蝉末を加え、加熱

 む遇凶液にア戸生^ア試液.(亙/ユ。)及青〃トクレソールを加え、一寸〃トクレ・
 一メ」〃によ季仰ドフェノー岬鯵干って・一ξIlロフェ川レでちることをたし
 かめ一札一三}

 I調女結'果
 先づユイがホリドール侵何らかの皮碑を示すまでの時間をふますと魚の大きさ、その
 倣撃困に圭石差異は増えられますが5P事理では5分～80着0、阜pp皿では?0
 ～㈹時商融解又は々〃の風一平衡を失った状馳銚数概に郵までの
 鱗は喰皿.下は約・～・騨…一・・皿で・～・圓后でも繋死守るまでに蝿
 高校い・櫨琴.の魚では早いものヂもエ時間。40分一夫型の魚では5時間30分局に一繁死
 Lて溢る匂をみても}応急体による姥死時間の差異は認められるg
 二碗ぴ購所見牢ついては5重P血b・.8PP画一句れも何ら変化はみられなかつ
包

 、繍譲蕨擬仁つ}て各器管別あ症状をみると下妻己のとおりであった。

 慧篤鶯幾.1線:意あ二二1p咋岬黒味を.
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 ・鰻)異常峨の後半部の血齢書舳しているものパ….皿で鴫ザ・リ醐で
 ユ.篤。

 瞬膜では一脚こ斑のような色を呈しているものである苧・小黒点散在しているものが.,
 5FP一肌十峰.鯉Lたも舳口・榊し中1融誓大Lた切:棚鉗F1m愚洲餅解職では触。斑のみら
 れたものが・51PPmで1篇(害・8pPmで5毘・肥大したものが5=P=P㎜,1尾,摩蜥)
 しプこ・ものが0・8pP耐に1尾・擁色したも口)が0.8p二Pm1尾。
 腎臓では肥大溢血したものが5PP.晒でユ尾O・I8PP四で4尾
 服のう。では肥大したものがO.8pp皿で7尾変色(黄色)5軍p皿で2尾
 O.8PPエロ・'C3.曙;尖らオした。

 心臓では心勝が黒色をおびたものが。・一・.・・皿でユ馬.
 腸.では内粘膜が黄色をおぴたものが.・5・PP皿で2尾2..一8P.P.皿で8」竈濫.虹.斑
 の認められたものが5pp皿で4窟O.8回で2尾あつた。
 筋肉では黄色を帯び狂ものが5PP皿で工尾O.3PP主ユ羅あつ・た。

 以上のよミに羅敏別にみていくと子糠・藁恩・腱のう一汗幣臓に比較的多く異常が現わ
 れ辞麟心勝筋肉には少かった。全般的に。.'εrい理で館薄した方に多くの.異常一

 がみられ易く与p・㎜で飼腎した方で脇営所鮒欠く・=賞も島つ㍑之個i坪よって症
 状一の現れ方が翠っていて一定の傾向を見出すことは出・楽なi、・。

定性試繕累一.
 ホリド÷.〃は径1兜・径臥軽気の倒れからも殴収さオし.1粒種組識中のコ,!エステラニー

 ゼ作用を抑欄しその刺激症状が中毒作渚として現.われると云寺カ、ているので魚類にお
 いても心臓、肝臓等に多く凋出されるのではないかと予鰯.してご,比らの部分とこ九に
 附髄して腎麟・腸についても定盤試験を打つだ。この結集は篤三褒のとおりであるが、
 変化の認められたときの内部胴とを比較して争ると・コイ(致死鯛・亙。・珂川:
 聯燐借肥木・腸は内緒路発赤充血しており発色程艇と解剖所見による異常は大体」致
 して二るようで帆叉離試鷺いて警色竺認めらタ晩の汰腸・聯鈍った
 ので」の部分について解剖所掌と併行して更に垣軍を打つだ。緕果嬉4表
 一離別にみたP一二1ロフェノー〃飲腸・牌麟に多く腎臓一.心蜻に比較的少かっ
 た用・ψ・・一・用とを」七校する脇蹄麟呼て用・の砂若干筆.・
 {・鯛がでているが、腎誤1、心臓では大銚貼柵い。.
 これらを解剖所見と艀せてみますと・異常が認められるの雌俸としてはミ腸及ぴ肝

 砕麟に多くしかも。.・εppl口にこの傾向が蛙いようです。
 …皿のも一のは短時藺に鰺死しており、いψ四では・～・目椥こ糾・ても鰯
 に至らなかったことを考えますとき・11着をポリにルによる雑中毒と寺汕ま後者1.
 は致死蝉以下に飾る慢蛙中毒と与てよいと思1紙.このように芦えますと織.
 中毒と慢性中毒では内臓器笹のホリド}〃盤には大差なく強いて云えば湯にその差異が
 みられるだけセす一一〇

 率臆に用いた資料1千ついて肉畢的に異常を認めたの胸明をした紛です。
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結論

 以上φ実験結果去要約すると眠られた実験例ではあるが,ホリドー〃の大量投与(この
 場合5PP』を意味寺るが)による急死の場合は魚体内臓では消化管、肝臓が若干高い
 ホリド」'〃含量を示すが、解剖所見に異常がみられるξとは少い。

 .一致死量以下q連続投与一(この場合、。O.8PP平を意味する)で簡甫した場合竿4∵5
 頁で襲死することは先づな～餅L乍ら内臓講曹子こ異常がみられる三,とが多い様であるが
 その芯リ・ドー〃含量は急死の場合より比較的・低い健を示しているよ5ですので、輿にこの

 点にりいて今.后の継続調査を倹ちたい。I

 〔第三泰〕内輝書管に含まれる・一二十ロフェ!二〃
 (定性試験)・供試魚二尾服ついて

■

 康;ト1;÷一
■

■
■

 0一クレゾー〃に上る発色
(インドフェノ'ル)

心臓1肝麟腎臓肉

 痛・跡十十十十

痕.跡一十  十に

 十発色が認められる十十発色顕著

 十斗十発色極めて顕著

 竈第四菱〕一ユ屠当り寿竈管に合ま丸るP一二}フエノrル
 5吏P皿
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        Io。一㌘59fo.ムg正O“5草τ
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       区分腸肝臓1腎麟心臓■
       ■一■

       、∫」、o.59工一o.5.o、.25O,125

       繋ユ鼻.5fユ臥68.5ユ5.㌣
       、5.蛎ミ書。25ユ.45工.6

       大I2蜀.81孔Oユ8.O2.5
       牝。3..031.452,8

       二1ユエ・.5痕跡θθ       紅6ユ..5Q。怖1.2

       一肋、o40.字,8.4…εニュ       」1

 撰度O.8・PDエロ

 〔その2〕
 ホリドールによる影響を受けたコイの磁j、所見について一・・年度に引続きポリ㌧

 ルにより、整.死或いは多少なり一とも影響を受けた魚体の解剖的観察薪醤管のどの部分に如
 何なる量.のホリドー〃がみえるかについて、定性定量試験を打つだ。

実験方法

 ○約504入りのアクア.リームに一定濃度のホリドー〃溶液504を入、瓜これにコイを
 飼育しこた.

 gホリドールの濃度.としてト応致死灘とされているユ～Hφ皿の中間値…皿と
 水出に鯛する場合(い;～ユーユ予・・岨)の平均濃度・、…作とった。
 ○解剖の時期は5壇P血では難死後直ちに。・8PP』では一応目後宇こ刺殺して解剖し
 た。供試ホリドr～レの原液はドイツバイェ〃会社処方ホリド'〃コ・チル乳剤ジェチ〃パラ
 ニトロフェ.ノー〃ヲ='才7オスェイ}46・'6%

 σ=イ;T1大きさは30mπ、ユ5腕あ大型魚`を使用した。

 観察の方法

 魚俸については外部の変化と内鱗諸器管の変化壱肉眼魏一繁し併せ七内臓諸器管のホリ
 ドール定性定蟹を打つだ。

 ポリドー〃の定性定藍方瀞こついては試料操敢眉直ちにぺyゼンε◎GOを投入‡髄
 摘出を3回繰返し後ベンゼン層を分取活性ア〃ミナ層を通して送恩乾燥、・.残澄を少量の
 アルコールに溶かして試液とした。この試簸にア〃コール性苛性ソー・グ溶漢によりP}二
 いコフェノー〃と←て発色させ比色定量した(光電比色計4ユ5ミリミュ})
 定性試験では奥に発色した・P一ニトロブニノール試液に稀塩酸、亜鉛末を加え∵加熱

 摺二通し魔、液にアンモニア試液(N/ユ。).及オルトクレゾールを加え寸ルトクレゾ・ル

 によるインドフェノ.一ル発色によってP一ニトロフェノールであることをたしかめた。
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実,験.結果

 前年度に実施した標記試験の結果については種ヵ鉦問がもたれていたので更に反復実
 験すること年よってこれらの解決を計るべ一く試験を始めたが係の移動等もあり6月の
 第一回の実験のみで中止せざるをえなかった。・然も6月3冒初回と6月23日の最終回に
 'まホリド_ノレ享農展…=も2.2ppエロとユOpエ〕〕とミ当初カ}ら三……….嚢套しテこ(5pp皿とO.8P

 P皿)とは濃度も変えてみたが、1回のみの試験のデータrしかなく(別紙麦)比較考祭
 もこれのみではされゲたい。従ってこれらについて今后の試験に侯って緒論するのが妥当

 であろ5。唯解剖所見1別表)とこれまで(33年度分)の資料が今后の調査の、理場とな

 なれば幸いである。

分析結異

 次嚢に示すが値はすべて生鮮物ユ9丁に対する(ガンマー)一で。比較する上で味乾物
 .に対する値が妥当である。

       34,6/ユエ6/眺一6/36/ユエ6/236/那
       ',`一一一'

       PPM.O...8ユ.O2.2.5,o5.oユq刈
       一}・

       90.7ユ3.34星.456'5書9.4ユ4,6

       。4901・3.ユ約.3'5ユ.25邸.22払,6       ユ29二4.ユ留.、954.9ユ65.予ユ63、色411:H
       24二し2ユ字“9辿。・       騨麟99.ユ15.三5'eg・8一'一.1川こ5㌣↓セ望巴_.459担a巴_一■

       胆のう一.一70.5一■

 '今回は実験例が少くて.明確なことは云えないが、

 ○ホリド'〃濃度差と魚体中への吏・リドー〃浸透量との間にははっきりした関係はない
 様である。

 ○伺じ濃摩(5rP坦)一七も心臓においては.ユ90,55と両者にかなりの開きがみ
 られる、又総体にO.8PP㎜のような濃度の低べものが値が大き一く濃度の萬い5P

 pMと比寧すれば漢度のひくい前者がやはりポリドー〃量も小さい繕粟となっている。
 これは魚葎鱈ヵのホリドニ〃溶液申に生存している時聞等も爵係して来るものと考え
 られているが一解剖所見と併行して考率して行くと何らか解明されるのではないだろう

 二1器㍗剛㍗最大のもアは肝1午一最小鯛は蝋1'う一ことカミ云え
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 主な指導項昌.

 のり養殖技術

指雛及及群
駿調査

有用藻類増殖

技術指導普及

.実施内審

 のり採苗調査及

指導移殖養成管

理9指導採苗場
開発調癒

 ワカメ、海人.軍

 フノリま曽≡殖本旨皇撃

 指響職員g指導普及活動笑畿状況
 工のり養殖技術指導普及及び誠一験調査
 採歯期間中現地に駐在し.次の指導を打つだ
 ユ.期間申における海況の変動を常に把握.レこれに基いた適切な指導を逮.報によって行5た
 め海況の観測を打つだ。

 速報の方法甥場掲示印刷物配布一県外本試ら県内外団体業審45
 2・裸苗施'設水位の指導

 5・守拓完工後における掬笛場の沖合進出が可能か否かについて調弁試験を打つれ二
'瀦査方法

 現採菌場神合に調壷点6点を義直通常行われている固定水平式採歯施翠にパーム綱を5枚
 畔としてのり芽の附着状況により適否を判定する方法をと咋
 醐1地中水南米ダ津繍期簡りノ・o～ユエ・ユr
 駐在期間申業者の検鍍依頼に応じ、のり芽付着=状況を検査し移弾の適否その雄の指導を打つ
 だ。

 4三移滋養.成管理の指導.

 本集のり養殖は女竹によるものがその大部分を貞めていた。ここ畠・5年莱に衛次水平
 に改められつつあるが地理的環境的要距の制約を受ける上に創案貞浅く養揮披粥が末だ幼稚
 で低位単産毒見れないので次のと歯り養成管理の指導を行った。
 イ.漁場潮位の観測妄行い張込水位の指示指導暮入垂水腕児島

虹有用藻類増殖技術指導普及

 工・従来カカメ及び海人草g増殖は単なる漁場の閑譜蕨増加骨目白マとした築員流行われていた
 が・一より潰極酌な増殖方法セある膨子蒔付によ亭築職竃導を打つれ
 喜入垂水内ノ浦,坊ノ陣

 2・沿岸至る処で生産さ机るア寸ノリ・イワノリ・は一部を除考殆んど率利用であるρで撤搦
 婦人部に呼びかけ、抄製指導を行い末期瑞費濠の活動指導を打つだ。
喜入上甑



問題点

 番勤経費が不充、分なため、充分な指導著、堤は出来なかった。!
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 〕.計画

 1ユ)研究雄議.会会名・一研究発表全国大革報告
 (2〕所撃水市加.世田廣
 (3)主要議瀕33年度永産業抜術改奥普及余.圏大会における優れた研究内審を

 報一害し会貰を啓蒙す。

 (勾I妻掌カ目ノ㌧.貴.80二蓄
 (51期藺・蝸聞(3月ユ目～3月5ユ日の藺)
 (6)一継費20.,GOO円(全饅発1麦大事報告審').
 2実施縫.ミ還

 ・月宝・産から・.湘まで触れた全離表大会の資料蒐集に階日宇嬰したので轍内
 に報告会は鰯催出来なかつえが、報告審を一音降度内に作政し各研究固体に≒o・部関係市
 町縦葦嫡漁協“妻11そ1・それ翻しれなお一縮合瓜μチ・月下旬～・平
 開催予定の萄概団体ブロック別連絡協議会の席上において報去することにしたい。。

 1ユ}.誌泰の謹定がむづかしい(2)短期実習は微箇を欠き髪瑚実習は受講生が限定亭れ・
 る。

 .2,漁村硯究固俸プロツク別室蒲鶴議会・(郡別)
 ブ1コック別曲I席書貫の旅費が少ない関係で出席率が悪い(現在町や漁協の援助で出席
 している。)

 3轟・究発叢県大会
 ・違鱗からの串席率が例輔に無い..(舜貴下駄よる)

 4.先達雄観察(・全薗・発.表大会派遣)
 現在2名に対し、螺、費20.冒。oo円を限度と一した補助.して出席させており族費の点

 は間鰍士なべが本大会が考える漁民、科学する人物を練成す季ことが目的であれば、コ
 ソノー・.ル・のみ左・中心とす.ることのみではその目的を.充分達成できないと考える。
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 第1図漁獲高の月別変動

第2図

 漁獲高の年変動

第3図

 単位漁獲量の変動



 第4図東海ゴマサバ体長組成
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第5図  ゴママサバの肥満度変化

2;I=τ

 Jノ革

 ～)羊

)3豆.



第7図  Gonudindedの変化



第8図  生殖腺重量の変化



瑳9図
 総水揚の変動

(枕崎巾着網)

第10図
 聴絹(7そ;.z千らξ逢価'
 キーあ袖5トよる11負癒蕎'一

役鵬県)

 I燃栖緕報もより〕

第11図
 あじ類

うるめいわし

1まいわし

 さぱ'類

がたくちいわし



第12図魚獲高月別変動
(枕崎港巾着網)

 第13図総漁獲高及び魚種別漁獲割合(枕崎巾着網)



第14図  単位漁獲量の変動
(枕崎港巾着網)

 第15図かたくちいわし
漁獲量

(万世地曳網)

 第16図いらす(万世)

 第17図かたくち

 第18図いらす

第19図
 がたくち及しらす漁獲量
(鹿児島県)


